別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費
	事業名：病性鑑定室費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　衛生防疫担当　電話番号：058-272-1111（内2873）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,837千円（前年度予算額：3,837千円）

	事業内容


	１　事業の内容


岐阜家畜保健衛生所病性鑑定担当は、家畜伝染病予防法に基づく疾病及び人獣共通感染症にかかる各種疾病の県下唯一の高度・精密検査実施機関として設置されており、県域での家畜伝染病発生時や原因不明の疾病発生時に各種高度検査を実施する。
実施されている検査の内容
ウィルス性疾病の検査：ウィルス分離、遺伝子検査（PCR検査）、抗体検査など

　　　　　　　　　例）鳥インフルエンザ、ニューカッスル病

　　　　　　　　　　　豚コレラなど

　細菌性疾病の検査：細菌分離及び同定、遺伝子検査（PCR検査）など

　　　　　　　　　例）ヨーネ病のリアルタイムPCR検査検査、Ｏ－１５７など

　病理検査：解剖及び組織標本による病理学的検査を実施　
　生化学検査：血中のビタミンの測定など

　遺伝病検査：クローディン１６欠損症の遺伝子検査　　　　

	２　所要経費


１．鑑定室費　　3,271千円
　　・岐阜家畜保健衛生所における高度かつ精密な検査に係る経費
２．有害試薬・医療廃棄物処理費　　566千円

　　　・病性鑑定及び各種検査に伴う感染性の廃棄物や水銀などの有害廃液の適正処理に係る経費
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

５ 安心してモノや食品を買い、消費できる地域をつくる
安心して食事ができる地域をつくるために

・県内における家畜伝染病や、人獣共通感染症などの発生時に的確に診断することにより、安心・安全な畜産物を供給することができる。
	２　これまでの取組状況


岐阜家畜保健衛生所病性鑑定担当において、家畜伝染病予防法に基づく疾病及び人獣共通感染症等に係る高度かつ精密な検査及び診断を実施してきた。
ウィルス性疾病の検査：ウィルス分離、遺伝子検査（PCR検査）、抗体検査など

　細菌性疾病の検査：細菌分離及び同定、遺伝子検査（PCR検査）など

　病理検査：解剖及び組織標本による病理学的検査を実施　
　生化学検査：血中のビタミンの測定など

　遺伝病検査：クローディン１６欠損症の遺伝子検査　　　　

	３　これまでの取組に対する評価


　家畜伝染病の発生時や原因不明の疾病発生時に精密検査を実施することにより、発生農場における疾病対策や伝染病のまん延防止に寄与することができた。

　岐阜家畜保健衛生所病性鑑定担当は、県内唯一の検査機関として今後も高度な検査を実施していく必要がある。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	3,837
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,837

	要求額
	3,837
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,837

	1月20日時点査定額
	3,837
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,837

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


